
役員数（うち地方公共団体からの派遣者・退職者） 役 員 平 均 年 齢 役員の平均支給額（千円） 

0 人（0 人  ） ― 0 

 

役員数（うち地方公共団体からの派遣者・退職者） 役 員 平 均 年 齢 役員の平均年収（千円） 
職員数（うち地方公共団体からの派遣者・退職

者） 

職 員 平 均 年 齢 職員の平均年収（千

円） 

12 人（ 6 人 ） 70 才 660 22 人（ 1 人 ） 44.9 才 4,965 

 

貸

借

対

照

表

か

ら 

項目 金額(千円) 
前々年度 前年度 本年度 

総資産 412,033 413,963 389,690 
負債 136,155 131,923 104,842 
（うち有利子負

債） 
（   0） （   0） （   0） 

純資産 275,878 282,040 284,848 
利益剰余金 166,678 172,840 175,648 

 

損

益

計

算

書

か

ら 

項目 金額(千円) 
前々年度 前年度 本年度 

総収入(＝売上高十営業外収益十特別利益) 595,398 618,672 572,776 

（うち地方公共団体からの補助金・委託金） 
（369,801

） 

（371,96

0） 

（368,55

3） 

経常損益 2,977 10,408 4,730 
当期損益 1,881 6,162 2,808 

減価償却前当期損益 2,013   6,294   2,941 

 

項目 金額(千円) 
備考(目的､内容､算出根拠等) 

前々年度 前年度 本年度 

① 補助金(助成金)     

② 利子補給金     

③ 税の減免額     

④ その他（    ）     

小計    － 

⑤ 損失補償契約に伴う金利軽減額     

⑥ 出資金､低利貸付等に伴う機会費用     

小計    － 

合計    － 

 

（参考）委託料  16,668          

（参考）指定管理料 369,801 355,292 368,553 八尾市文化会館、八尾市生涯学習センター施設管理業務等 

 

項目 
内訳 

備考(目的､内容､算出根拠等) 
前々年度 前年度 本年度 

① 

損失補償契約に係る債務残高    

 （将来負担額）    

（将来負担参入率）    

② 貸付金残高     

③ 出資金     

合計    － 

 

外郭団体に関する情報公開資料 

 
１ 作成年月日および作成担当部署 

  作成年月日    令和２年 10 月 1 日 

  作成担当部署   大阪府八尾市人権文化ふれあい部文化国際課 

２ 外郭団体名等 

  外郭団体名    公益財団法人八尾市文化振興事業団 

  外郭団体所在地  〒581-0803 大阪府八尾市光町 2-40 八尾市文化会館内        電話番号（072）924－5111 

  設立年月日    昭和 63 年 1 月 20 日   ホームページアドレス  https://prismhall.jp/ 

３ 資本金      136,000 千円（ 当該地方公共団体の出資割合 80.3 ％ ） 

 

４ 事業内容 

公益目的事業 

(1) 地域の芸術文化の振興を図る事業 

(2) 生涯学習の推進及び活動を支援する事業 

 収益事業等 

(1) 地域の芸術文化に資する事業 

(2) 生涯学習センター内の健康プラザ棟並びに学習プラザ棟内の八尾市が目的外使用を許可した場所及び団体が使用する施設の管理事業 

 

５ 財務状況（令和 2 年 3 月 31 日現在）0 

 

 

 

 

 

６ 役職員の状況（令和 2 年 3 月 31 日現在） 

 

 

退職手当 

 

 

 

 

７ 外郭団体への関与の状況 
（１）公的支援（フロー）（令和 2 年 3 月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（２）公的支援（ストック）（令和 2 年 3 月 31 日現在） 

 

 

 
 
 
 
 

 

  

※役員の平均年収の計算の対象となる役員は、全役員 12 人のうち 9 人（無報酬理事 1 人、使用人である理事 2 人を除く）および 6 月退任者 1 名の 10 名です 



８ 経営分析指標による経営状況の評価 

 

 

 
 
 
 
 

 

９ 地方公共団体による意見 

公益財団法人八尾市文化振興事業団は、八尾市文化会館の開館以来、文化会館の管理運営を行うとともに各種の文化事業の開催等を通じて、本市市民の自主
的・創造的な文化活動を推進するとともに、個性豊かな潤いのある地域文化の振興に努めてきた。また、八尾市生涯学習センターの施設管理及び学習プラザの運
営を行い、市民の生涯学習活動に対しても重要な役割を担ってきた。平成 18 年度より、八尾市文化会館及び八尾市生涯学習センターの指定管理者として両施設
の管理運営業務を行ってきたが、令和元年度で八尾市生涯学習センターの管理運営業務を終了し、令和２年度からは、八尾市文化会館の管理運営業務のみを行う
こととなった。今般、令和２年度の予算及び事業計画並びに令和元年度の決算及び事業報告を受けたが、いずれも適正なものと認められる。令和元年度の決算状
況について、新型コロナウイルスの影響により、前期と比較し、経常収益が減少したことで、当期経常増減額が減少し収益性は悪化したが、経営の安定性は確保
されていた。今後も、効率的な事業運営を進めるとともに、さらなる市民サービスの向上に努め、市民文化・芸術の向上に寄与すべきものと考える。 

10 その他の特記事項 

 

※公益法人及び社会福祉法人は、「５ 財務状況」の各項目のうち、必要な項目について、それぞれ公益法人会計基準及び社会福祉法人会計基準における 

決算書類の項目名等に読み替えています（下記参照）。 

公益法人 

＜貸借対照表＞・純資産⇒正味財産合計、利益剰余金⇒一般正味財産 

＜損益計算書＞・損益計算書⇒正味財産増減計算書 

・総収入(＝売上高＋営業外収益＋特別利益) ⇒総収入(＝経常収益＋経常外収益＋当期指定正味財産増加額) 

・経常損益⇒当期経常増減額 

・当期損益⇒当期一般正味財産増減額 

社会福祉法人 

＜貸借対照表＞・利益剰余金⇒次期繰越活動増減差額 

＜損益計算書＞・損益計算書 ⇒ 事業活動計算書 

・総収入(＝売上高＋営業外収益＋特別利益) 

 ⇒ 総収益(＝サービス活動収益＋サービス活動外収益＋特別収益－（事業区分間繰入金収益＋拠点区分間繰入金収益))  

・経常損益 ⇒ 経常増減差額 

・当期損益 ⇒ 当期活動増減差額 

 

 経営分析指標 指標の目安 前々年度 前年度 本年度 

①  流動比率（流動資産／流動負債） 比率が高い方が、健全である。 239.2% 253.4% 304.0% 

②  自己資本比率（自己資本／総資産） 比率が高い方が、望ましい。 67.0% 68.1% 73.1% 

③  売上高経常利益率（経常利益／売上高） 比率が高い方が、望ましい。 0.5% 1.7% 0.8% 

④  総収入に占める市受託事業及び市補助金の割合 比率が低い方が、自主的運営が図られている。 56.5% 52.8% 58.5% 

 


